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ピーテル ・ブ リューゲルの 《牛群 の帰 り》

《雪 中の狩人》 にみ られ るフラ ン ドルの

聖務 日課書,時 薦書,月 暦版 画 の

図像 的伝統 につ いて

森 洋 子

は じ め に

1985年3月 発行の本教養論集 に,拙 稿 「ブ リューゲルの2素 描 《春》

《夏》にみられるフランドルの時薦書と月暦版画の図像的伝統について」 が

掲載された1)。本論稿は基本的にはその続編である。ブ リューゲルの季節画

シリーズは5点 現存 しているが(1点 は紛失),前 論文では,ブ リューゲル

の素描 《春》《夏》と絵画的に関連をもつ 《暗い日》《干草作 り》《穀物の収

穫》の3点 について論 じた。本稿では残 りの2点 《牛群の帰 り》《雪中の狩

人》について近年の筆者の研究成果を述べたい。5点 の季節画シリーズの中,

《干草作 り》以外の作品には1565年 の年記があるので,こ の年代に先行する

フランドルの聖務 日課書や時薦書およびブリューゲルと同時代に発行された

月暦版画などとの図像的な関連に注目したい。

1.《 牛 群 の 帰 り》(1565年,図1)

こ の シ リー ズ の 特 色 は,ブ リ ュー ゲ ル が 元 来,6点 セ ッ トで あ っ た と推 定
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され る この 季 節 画 シ リー ズ に,特 定 の月 を 描写 した の で はな く,各 作 品 に そ

の 季 節 に も っと もふ さわ しい農 民 の営 み を 複合 的 に 描 い て い た 点 で あ る。

《半 群 の 帰 り》 の 中 景 左 の小 高 い 山の 上 に,一 部,廃 城 化 した 中世 の 重 厚

な 城 砦 が 聲 え(図2),ま た模 形 に 曲 が る川 岸 に,現 在,ベ ル ギ ーの ブ イ ヨ

ン(Bouillon)に 立 つ 城 砦 を思 わせ る城 が 見 え る。16世 紀 に は す で に か な り

の数 の城 砦 が フ ラ ン ドル の各 地 に点 在 して い た が,ブ リュー ゲ ル は季 節 画 シ

リー ズ だ け で な く,《 サ ウ ロの 自殺 》 な ど,ほ か の 作 品 に も風景 表 現 の点 景

的 な要 素 と して 城 砦 を多 く描 いて い る。 ブ リュ ー ゲ ル は か な りの城 好 きだ っ

た と思 わ れ る。

《牛 群 の 帰 り》 は 晩 秋 を描 い て い る が,「 秋 」 の月 と い え ば,伝 統 的 に は

9月,10月,11月 を表 して い る。 これ らの 月 の 古 い オ ラ ン ダ語 の 表 記 に 注

目 し,そ れ と農 民 の 営 み との 関 連 を 述 べ て み よ う2)。

「9月 」 秋 の月,果 実 の収 穫 の 月,オ ー ト麦 の 月,大 麦 の月,ス ペ ル ト

麦 の 月,敬 度 の月,昼 夜 同 じ月

「10月 」 祈 薦 月,聖 バ ー フ の月,種 蒔 きの月,ド ング リの 月,躊 躇 の 月,

ラ ー ドの 月,ワ イ ンの 月(気 候 の 変 化 で 現 在,葡 萄 の生 育 は ご

く限 られ た 地域 とな って い る),薔 薇 の月

「11月 」 万 聖 節 の 月,小 さな魂 の 月,狩 猟 の 月,畜 殺 の 月,血 の月,油

脂 の月,風 の月,霧 の 月,冬 の 月,枯 れ 枝 の 月,娼 婦 の月

ブ リュ ー ゲル の作 品 に は,10月 の 「ドン グ リの月 」(ド ング リは 豚 の 好 物)

や 「ワイ ンの月 」(葡 萄 の 収穫 と ワ イ ン作 り)が 秋 の"営 み"と して 表 現 さ

れ て い る が,画 面 の 中心 的 な テ ー マ で あ る牛追 いは 聖 務 日課 書 や 時 備 蓄 の 慣

習 的 な月 暦 表 現 に は 含 まれ て い な か った。 ブ リュー ゲ ル は 《牛 群 の帰 り》 に

お いて,従 来,ポ ピ ュ ラー な秋 の 図 像 で あ・る 「種 ま き」 を 表 現 せ ず,牛 追 い

を 中心 に描 き,ご く添景 的 に は葡 萄 の 収穫 と島 民,さ らに ほ とん ど目立 た な

い 位 置 に豚 の飼 育 を導 入 して い た。

構 図 の特 色 と して は,牛 追 い,葡 萄 畑,流 れ る川 の3要 素 が 平 行 した対 角
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線 と して 形 成 され て い る。 家 畜 も人 間 も多 く,後 ろ姿 と して描 か れ て い る

が,《 雪 中の 狩 人 》 の 前 景 の人 物 同様,こ う した表 現 は ブ リュ ー ゲ ル の 民 衆

表 現 の 特 色 とい え よ う。

画 面 で は 人 間,動 物 が 秋 の 自然 の一 部 とな って い る が,ハ ンス ・ゼ ー デ ル

マ イ ヤ は こ う した 同 化 作 用 に つ い て,こ う述 べ て い る。 「人 間 か ら自然 へ の

移 行 の 媒 介 とな って い るの は動 物 で あ る。 ゆ った り と動 く革 帽子 の牧 人 た ち

は,彼 らを 取 り囲 む家 畜 と同 類 と な って い る。 牛 の背 は丘 の 稜 線 と"同 化"

し,そ の 尻 尾 は木 の株 の よ うだ 。 斑 点 模 様 の牛 は"秋"の 斑 点 性 と共 鳴 して

い る。」3)

以下 に この作 品 に み られ る農 民 の営 み に つ い て論 じて み よ う。

(1}牛 追 い

晩秋,牧 人 た ちが 山 に 放 牧 して い た牛 を村 に連 れ て帰 る途 中 で あ る。 木 々

の葉 もす っか り落 ち,重 苦 しい雨 雲 が 空 を覆 い始 め る。 あ る牧 人 は雨 に降 ら

れ な い う ち に 家 に着 こ う と牧 杖 で 牛 の尻 を 押 し,急 が せ て い る。 か つ てA,

ハ ー ベ ル ラ ン ト(1948年)は ,ア ル プ ス地 方 で 牧 人 た ち が 聖 ガ ル ス の 祝 日

の10月16日 を,家 畜 を 連 れ た 下 山す る 日 と決 め て い た習 慣 に注 目 した4)a

550年 頃,ア イ ル ラ ン ドに生 ま れ た ガ ル ス は613年 頃,ス イ スの コ ンス タ ン

ツ 湖 の南 に ザ ンク ト ・ガ レ ン修 道 院 を創 設 し,645年 に没 した。 伝 説 に よ る

と,聖 人 が熊 の足 の棘 を抜 い て 以 来,こ の 獣 は 聖 人 の 隠 遁 生 活 を守 っ た と い

う。 確 か に ブ リ ュー ゲ ル は若 い 頃,ア ル プ ス越 え を し,牧 人 た ち の生 活 を 目

撃 した の で あ ろ うが,こ の作 品 で,直 接,聖 ガ ル スの 祝 日を 意 図 して い る と

は思 え な い。 因 み に ベ ル ギ ー で は この 祝 日 にバ ラの 木 を 移 植 した り,木 の割

れ 目を補 強 した りす る ら しい5)。

ブ リュ ー ゲ ル の追 従 者 マ ル チ ン ・ヴ ァ ン ・ヴ ァル ケ ンボル フ は 《放 蕩 息 子

の あ る風 景ll月 》(図4)に こ の情 景 を導 入 して い る。 中景 の急 な 坂 を 牛 た

ちが 駆 け下 りて い る が,そ の群 れ の 存 在 は あ ま り目立 た な い 。 た だ徒 歩 姿 の
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牧 人 と馬 に乗 った りー ダ ーの 組 み 合 わ せ ば ブ リュー ゲ ル の 画 面 と共 通 して い

る。

② 葡萄の収穫(図3)

ブリューゲルは葡萄の収穫を営む農民たちを中景の川に沿った小高い丘 に

位置づけている。 この部分を拡大 して見ると,本 来な ら葡萄の葉や房が密集

しているはずだが,目 立つのは葡萄の蔓用の棒である。 しか しこの情景は決

して葡萄の木の冬季勇定ではな く,前 かがみの農民の動作か ら,や は り葡萄

摘みであろう。ブリューゲルは描いていないが,一 般的な作業手順としては,

農民たちは畑で葡萄を摘み,そ れを籠に背負って作業場 に来 る。すると別の

農民たちが大きな桶の中で葡萄踏みを し,絞 られた果汁を樽詰めにし,馬 車

で運び出すのである。

ブリューゲルの働 く農民たちのす ぐ近くの丘に,絞 首台が立っているばか

りか,処 刑 された人間がぶ ら下がっている(図5)。 四肢を縛 りつける車輪

刑もある。 これらは全体からすればほんの点景に しか過 ぎないが,季 節画の

他の4点 にはない不気味な情景である。晩年のブリューゲルが 《絞首台の上

のカササギ》(1568年)で は,も はやこうした罪人の姿を省き,「絞首台の

許で踊る」 というオランダ語の諺で暗喩させ,踊 る農民たちの姿に変えてい

た6)。大 自然を謁歌す るブリューゲルにとってこうした リアルな姿はたとえ

点景であろうと,避 けたかったのであろう。

写本の世界

1510年 頃のヘラル ト・ホーレンバウ トが彩飾 した 『グリマー二の聖務 日

課書』《9月》(図7)で は,画 面全体に葡萄摘みに励む農民の姿が描かれ,

まさにブリューゲルの 《牛群の帰 り》の先例といえよう。個々には背景に大

規模な城が聲えているが,明 らかに 《ペ リー公の豪華時薦書》を範例として

いる。 それ と比較 して,《 ヘネ シーの時薦書》は前者を手本にしながら,背

景は巨大な岩山と農家を描き,宮 廷的な雰囲気を削除 している。岩山とその
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上の城塞など,ブ リューゲルの 《干草作 り》を啓発 したと思われる(図6)。

同 じくベニ ングの工房で も 《10月》 に葡萄の収穫 を描 いているが,通 称

『ゴルフの書』の 《10月》では丘陵地帯にある葡萄畑での収穫,圧 搾場での

葡萄 しぼり,樽 詰め,そ の側で商人たちがワインを試飲 している情景が描か

れている(図8)。 別のベニ ングの時薦書では町の広場,お そらくブリュッ

へ(ブ リュージュ)の クラー ン(ク レーンのオランダ語kraan)広 場を舞

台に,ク レーンによるワイ ン樽の牽引,試 飲用に樽からワインを杯に入れる

農民,そ してそれを味わいながら,取 引きをする商人たちがみられる(図9)。

とりわけ巨大な木造 クレーンの構造は興味深 く,車 輪の中でkraankinder

と呼ばれる屈強な男たちが段を踏みなが ら,車 輪を動かしている。

タ ピス トリーの世界

おそらく南ネーデルラ トで織 られた 《葡萄の収穫とワイン圧搾》(図10)

は,貴 族に応対 しなが ら,生 き生きと働 く農民の作業現場を描写 している。

向かって右端の遊宴の情景(?)が 切断 されているが,花 園風な背景に小動

物が群がる様子や人物の表現は,制 作地が南ネーデルラントと推定されても,

貴族の衣装などはフランス的である。また収穫 した葡萄の背負い籠の形状や

機能はフランス的な特色を示 している。

画面中央の樹木を境に,右 半分は農民たちが熟 した葡萄を収穫 し,貴 婦人

に試食用にと葡萄の房を小皿に入れて持 って くる。 また,左 半分での前景で

も,領 主夫妻がもぎたての葡萄の房を手 にとって試食 している。彼 らのす ぐ

側の大きな盟の中で葡萄踏みが行われる。つぎに踏み潰 した葡萄液は圧搾機

でさらに絞られる。このとき、,2人 の男たちが組んで,圧 搾機のスパイラル

状の心棒を棒で回すと,そ の蓋で搾り出された葡萄汁は桶の中に溜められる。

それを漏斗でワイン樽に移す。衣服について注目すると,農 夫は短い上着 と

スボン,農 婦は長い作業着を着ているが,上 流階級の婦人たちは織 り込みの

ある長い衣装を身につけている。画面全体で,20人 くらいの男女が登場 し

ているが,そ れぞれの身分は衣装や物腰によっても明白である。やはり領主
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夫妻が被 り物を含め,一 番,高 価な衣装を着けていることが分かる。この所

有者の紋章が上部の左端に示 されているが,同 定 されていない。

月雇版画の世界

この営みが描かれている最 も初期の版画のひとつはニコラ ・ル ・ルージュ

の 『牧人暦』の 《10月》(図ll,1496年)で あろう。乙女座 と天秤座の両方

が描かれているが,中 景に葡萄摘みと背負い籠による収穫物の運搬,前 景に

葡萄踏みと樽詰め,出 来たてのワインの試飲が描写されている。 とりわけ,

籠の底が狭 くな っているのは,前 かがみになって葡萄を大桶に入れるときに

便利だからである。されに葡萄が落ちやすいように,籠 の先端部分に板のあ

るフランス式の背負い籠は珍 しい。

カ レンダー頁には 「10月」を擬人化 して,以 下のような詩が記 されてい

る。

わたしを思い出す者は

必ずや大いに喜んで くれるだろう。

10月 と呼称 されるわたしは

人びとに葡萄の若枝を摘ませると

それで国中の祭壇上に

秘蹟のワインが作 られるか ら。

またわたしは実に美味しいワインを作 り

わたしの酒蔵は褒め称えられるから7)。

こ の詩 の 中で 擬 人 化 さ れ た 「10月 」 が 賞 賛 され る理 由 と して,前 半 で ば

聖 堂 で の 祭 壇 上 に捧 げ られ る聖 体 と して の ワ イ ンの た め,後 半 は世 俗人 が賞

味 す る ワ イ ンの た め と い う二 重 構 造 は,ル ネ サ ンス 的 で興 味 深 い。

ア ン トウ ェル ペ ンで 活 躍 した ル ー カ ス ・ヴ ァ ン ・ ドゥー テ ク ム の 《9月 》

(図12)に は,遠 景 に 切 り立 った 連 山 と裾 野 の葡 萄 畑 が 描 か れ,中 景 に空 に



ピーテル ・ブ リューゲルの図像的伝統 につ いて7

な った 籠 を背 負 って 畑 に 戻 る農 婦,樽 を 転 が す 男,そ して作 業 場 で は桶 か ら

樽 に葡 萄 汁 を詰 め て い る作 業 が あ る。 余 白の 枠 飾 りに は,上 部 に プ ッ トー た

ち が 片 手 に ワイ ンの ジ ョ ッキ ー,片 手 に杯 を もっ た り,葡 萄 の木 の蔓 に登 っ

て 葡 萄 の 房 を摘 ん だ り,ま た 桶 の 中の 葡 萄 踏 み を して遊 ん で い る。 下 の余 白

に は ラ テ ン語 で こ う書 か れ て い る。 「9月 は秋 な り。 太 陽 は天 秤 座 に あ る。

葡 萄 の 収 穫 を 得 て,汝 ら気 に入 る もの を食 せ よ。」8)

フ ラ ンス の 版 画 家 エ テ ィエ ン ヌ ・ ド ゥロ ー ヌ は楕 円形 の 構 図 で 《10月 》

(図13,1568年)の 営 み と して の ワイ ン作 りを か な り詳 細 に描 写 して い る。

中 景 右 で女 た ち が葡 萄 摘 み に専 念 し,屈 強 の 男 は 葡 萄 を籠 い っぱ い に詰 め て,

背 負 い,大 桶 に入 れ 込 む。 別 の男 が葡 萄 を 桶 の 中 で 踏 む と,絞 られ た葡 萄 汁

はバ ケ ツ に流 し込 ま れ,そ の 後,中 景 左 に あ る樽 に注 ぎ込 まれ る。 しか し画

家 は これ らの作 業 を均 等 に描 写 した の で は な く,.一 番,迫 力 の あ る葡 萄 運 び,

葡 萄 踏 み,葡 萄 汁 の採 集 を前 景 に 位 置 づ けて い る。

フ ラ ン スの 版 画 家 モ ン トル ゴー イ 通 りの工 房 の 画 家 は,《10月 》(図15)

で 葡萄 踏 み に力 点 を 置 い て い る。 右 側 の 屋 根 つ き の小 屋 に は,醗 酵 中 の葡 萄

で い っぱ い に な っ た大 桶 が あ り,1人 の 農 民 が 出来 た て の ワイ ンを 試 飲 して

い る。 余 白に は,フ ラ ン ス語 で 真 面 目な 労 働 と収 穫 に対 す る神 へ の 感謝 の 詩

が 記 され て い る。

灼熱の太陽光線が

畑の葡萄を青 く熟させると

とて も美味なワインを得るために

丘陸や山地の葡萄が収穫 される。

誰一人,ど んな労力 も惜 しまず

葡萄を踏みしめる者,圧 搾 しようとする者

全ては至高の恩寵による神の施 し物だ

ゆえに神のみを敬わなければな らない
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と て も風 味 の あ る ワ イ ンを得 るた め に9)。

さらに同時代の画家ハンス ・ボルは円形の構図で 《10月》(図14)の 営み

を描いている。葡萄運びと葡萄踏み,そ の果汁の樽詰めなどが中心となって

いるが,そ ばで監督 している老人は,お そらく葡萄畑の領主であろうか。彼

の家は中景左にある立派な石造 りの建物であろう。その近 くの葡萄畑で1人

の農夫が葡萄摘みをしているが,ブ リューゲルの画面 と同じく',茂 っている

はずの葉がかな り省略されている。

(3)豚 を肥 らせ る

《半 群 の 帰 り》 の 中 景 を対 角線 に走 る川 の 山側 の 農 家 に,1本 の オ ー ク の

木 が あ り,農 民 が竿 で ドング リを 落 と して,豚 に食 べ させ て い る。 こ の澱 粉

質 の 多 い木 の実 は豚 の好 物 で あ る。 しか し画 面 で は ほ とん ど気 が つ か な い く

らい の 点 景 と して表 現 さ れ て い る。

写 本 の 世 界

写 本 の 世 界 で は農 民 が 豚 群 を森 に連 れ て行 き,ド ング リの実 を 食 べ させ る

情 景 が 多 い。 『ペ リー公 の豪 華 時禧 書 』 の ジ ャ ン ・コ ロ ン ブ分 担 の 《11月 》

(1416年 以 前,図16)で は,農 民 た ちが 森 の 中 の大 き な オ ー クの木 の枝 に 向

か い,棒 を投 げ て,豚 の た め に ドング リを 落 と して い る。 『ア デ ラ イ ー ド ・

ド ・サ ヴ ォ ワ公 妃 の 時薦 書』(1450-70年)LO)の 《11月 》(図17)で は,農 民

は防 寒 用 の 帽 子 や 頭 巾を 被 り,膝 まで の シ ョー スを は き,白,黒,グ レー の

豚 群 を連 れ て,村 は ず れ に出 か け て い く。 興 味 深 い の は豚 の1頭 が 前 方 を歩

く雌 豚 に交 尾 を しょ う とす る と,農 夫 が 竿 を 振 りか ざ し,や め させ よ うと し

て い る点 で あ る。 他 方,す で に木 の下 で は豚 が 落 と され た ドング リに群 が っ

て い る。 長 竿 を もつ若 者 は 当世 風 の プ ー ル ポ ワ ン(上 着 の一 種)を 着 て い る。

農 民 た ち は冬 期 の動 物 性 た ん ぱ く質 で あ る豚 を この 時 期 に十 分 に 肥 らせ,12

月 にな っ てか ら畜 殺,解 体 す る ので あ る(《 雪 中 の 狩 人 》 を 参 照)。
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月 暦 版 画 の 世 界

エ テ ィ エ ン ヌ ・ ドゥ ロー ヌの 《ll月 》(図18)で は,1本 の大 き な オ ー ク

の 木 の 下 に豚 の 群 れ が 集 ま り,ド ング リを負 って い る。 側 で1人 の 農 夫 が 木

の 枝 に向 か って 棒 を投 げ よ うと して い る。 側 で農 婦 が 木株 に寄 り添 って 仮 眠

を と る。 中景 で は羊 の群 れ が の ん び り と草 を 食 べ て い る と,羊 番 は 同 じ く,

安 心 した のか,居 眠 りを して い る。 余 白 の上 下 の 枠飾 りに は餌 箱 に首 を 突 っ

込 む 豚 が3匹 つ つ,左 右 に描 か れ て い る。 下 の 余 白に は ラ テ ン語 の 銘 文 が記

され て い る。 「11月 は豚 の 腹 を どん ぐ りで 満 た し,鳥 と太 った 獣 の 肉 と で豊

か な食 卓 を与 え る。」,u

ヒ リス ・モ ス タ ー ル トの 《11月 》(図19)で は,前 景 で2人 の 樵 が 倒 した

木 を切 って い る。 村 道 で は豚 群 を連 れ た 農 夫 が歩 いて い るが,手 に竿 を持 っ

て い る こ とか ら,彼 の 目的 もま た森 で豚 に餌 を 与 え る こ と で あ ろ う。 そ ば に

は川 が ゆ った り と流 れ,ヨ ッ トも浮 か び,の どか な 秋 の 情景 が描 か れ て い る。

ル ー カ ス ・ヴ ァ ン ・ ドゥー テ クム の 《ll月 》(図20)で は,木 の 茂 った 深

い森 の情 景 が よ く描 か れ て い る。 農 夫 が 妻 と と もに豚 の親 子 の群 れ を森 に連

れ て行 くが,親 豚 は水 を飲 み,子 豚 は母 親 の 乳 を吸 っ て い る。 他 方,農 夫 は

妻 の 持 つ 籠 の パ ンを求 め る とい う,の どか な 情 景 が あ る。 余 白 の枠 飾 り もか

な り豪 華 で,下 部 の左 右 に は 豚 が 餌 を探 して い る が,両 側 面 で は果 実 の 連房

と遊 ぶ プ ッ トー や 花瓶 か ら長 く伸 び る草 花 の 図 版 が マ ニ エ リス ム様 式 の 手 法

で描 か れ て い る。 下 の余 白 に は ラ テ ン語 で こ う記 され て い る。 「11月,森 の

木 を 打 ち,肝 臓 を 分離 せ よ。 水 浴 び と交 尾 を避 け よ。」'2)詩の 内容 は,オ ー ク

や ブ ナの 木 を 棒 で 打 ち,ド ング リを 落 と し,豚 を肥 らせ る。 畜 殺 後,解 体 し

た ら料 理 用 に肝 臓 を取 り出 す 。11月 の 豚 の 水 浴 び は寒 す ぎ るの で 避 け さ せ,

6週 間 の妊 娠 後,出 産 を す る豚 に と って12月 の 畜 殺 時 に 身 ご も って な い方

が よ い,と い う助 言 な の だ ろ う。
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(4)鳥 罠

ブ リューゲルの画面では牛追いたちのす ぐ脇の平原のスロープに鳥罠が仕

掛けられ,す でに数羽の小鳥が網の中でバタバタと暴れている。左のほうで

は網のロープを力いっぱい引っ張っている農夫がみ られる。ブリューゲルは

この作品以外に,同 年に制作された 《鳥罠のある冬:景色》で も板の下に餌を

置き,鳥 をおびき寄せる罠を描いている。

写本の世界

グリマ一二の聖務 日課書の 《10月》(図21)で は,か なり大きなスペース

で網による鳥罠がある。網の一方は地面に固定 しているが,他 方の網は作 り

物の馬に扮 した農夫が持っている。こういう仕掛けは鳥を油断させるためで

あろう。 しか し鳥のほうもなかなか用心深 く,容 易に罠にかからない。他に

鳥籠方式の罠 もあるが,中 景には狩人による鷹を使 った捕鳥が描かれている。

スコッ トランドのジェームズ4世 の画家の時疇書の 《10月》(図22)で は,

小屋に隠れた農夫が鳥農用のロープを持っている。 ここでも鳥は網のそばま

で行 くが,中 の餌には近づかない。だが鳥を安心させるために近 くに4個 の

小鳥の家が置かれている。中景では犬をつれた狩人が槍を担ぎながら,獲 物

を追 ってい く。

2.《 雪 中 の 狩 人 》(1565年,図23)

ブリューゲルは凍てつ く真冬の厳 しいフラン ドルの農村において,人 びと

が どのような生活を しているかをパノラミックに描いている。前景には数本

の高い樹木の間を歩 く猟師たちの帰還,中 景 には凍った池とその上で遊ぶ子

供,村 道には馬車で荷を運ぶ農民や聖堂 とその周辺に立ち並ぶ農家があり,

そ して遠景には河 口の沿岸の都会の景観がある。 さらに右の遠方にはアルプ

スの山岳を思わせ る,天 を突くような切 り立 った山々が描写されている(図
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24)。 ブ リ ュー ゲ ル が イ タ リアか らの帰 国 後 に制 作 した下 絵 素 描 に基 づ く版

画 《改 俊 の マ グ ダ ラ の マ リア》(図25)に は,こ の 《雪 中 の 狩 人 》 に 利 用 さ

れ た切 り立 った 山 が 描 か れ て い た 。 と くに雪 の な い南 斜 面 の描 写 ま で,版 画

とこ の油 彩 画 は 非 常 に 類 似 して い る。 前 景 で 空 高 く飛 ぶ カ サ サ ギ は この油 彩

画 に 重 要 な ア クセ ン トをな して い る。 こ う した風 景 描 写 で と りわ け優 れ て い

るの は 前景 の 農 本 もの 樹 木 の枝 にか か る残 雪 で あ ろ う。

四 季 の 絵 画 で の,冬 に は12月,1月,2月 が含 ま れ る の で,そ れ ぞ れ の 古 い

表 記 に注 目 して み よ う13)。

12月 冬 の月,ク リス マ ス の月,

1月 新 年 の 月,微 温 の 月,冬 の 月,氷 の 月,雪 の 月,結 婚 の 月 。

2月 薪 拾 い の 月,雪 解 けの 月,ク ッキ ーの 月,放 蕩 の月,喜 び の月

以 上 の 表記 を 見 る と,こ の 《雪 中 の狩 人 》 で は冬 の 月,雪 の月,氷 の月 が

表現 され て い るが,後 述 の ⑤ で言 及 す る薪 拾 い の月 とか ク ッキ ー の月 は む し

ろ 《暗 い 日》 に該 当す る の で あ ろ う。

で は画 面 に登 場 す る狩 人,村 人 や子 供 た ち の行 動 に つ い て詳 し く述 べ て み

よ う。

(1)帰 路 に つ く狩 人

前景の3人 の猟師は山での狩猟か らの帰宅途中である。先頭から2番 目の

猟師は肩 に長槍,腕 には猟犬の首にしばった紐,腰 にはナイフをぶら下げて

いる。その後ろの猟師は腰に大きな狩猟袋,狩 猟用ホルン,民 用のロープを

つけている。 しか しその日の猟師たちの獲物は狐一匹であった。猟師 も13

匹の犬も元気がないのは,獲 物が少なかったか らか,寒 さで凍えそうなのか,

おそらくその両方であろう。前景右端の水車の車輪がすっか り凍 り,そ こか

ら長いツララが垂れていることか らも,厳 冬のフランドルの状況が想像され

る。風景描写でとりわけ優れているのは前景の樹木の枝にかかる残雪である。
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② 豚の毛焼き(図26)

居酒屋の前で,農 民の男女による豚の毛焼きが行われている。居酒屋から

農婦が運び出す藁は豚の毛焼き用,男 が運びこんだ丸テーブルは豚の解体用

である。ブ リューゲルは以下 に述べる写本のように,黒 焦げになった豚の姿

を リアルに表現 していない。そのため,し ばしば誤 って暖をとるための薪の

火と解 されることもあった。近 くにある桶 は畜殺後に豚の血をためる容器で

あ り,血 はソーセージ用 に加工されたが,今 日でもベルギーではブーダンと

呼ばれる民俗食である。男が丸テーブルを運んでいるが,毛 焼きのあと,解

体するためである。

ここで注 目したいのは,《牛群の帰 り》以外,季 節画 シリーズのどの作品

にも,農 婦が夫とともにあらゆる野良仕事に加 っていることである。 この豚

の毛焼きで も箒を持 った農婦が火加減を調節 しているが,彼 女たちの役割が

より明白に描かれているのはブリューゲルの 《ベツレヘムあ人口調査》(図

27)の 前景であろう。農夫が豚の喉元にナイフを当て,即 死させると,豚 の

頚動脈から勢いよく放血するが;農 婦はプライパ ンを差 し出して,血 を受け

る。 このように,農 民の日常生活において,農 婦の仕事は男女対等であるこ

とが分かる。 この季節画シリーズでの農婦たちの立場に注目してみると,彼

女たちは 《暗い日》では山での薪拾い,《干草作り》では陽に干 した草をレー

キで集めた り,収 穫 された果実を頭に乗せて運んだ り,《穀物の収穫》では

刈 り取 られた麦を束ねるといった風に,夫 とともに一日中,仕 事を共にして

いる。

写本の世界

こうした農婦の仕事は以下に述べる聖務 日課書や時薦書,ま た月暦版画に

おいても描かれている。 もちろん,農 夫は干草や麦を刈るという,力 のいる

仕事,ま た生きている豚を畜殺するという危険は作業を担当する。 しかしあ

るフランドルの時薦書のように(図28),夫 が薪割 りをすれば,妻 はそれを
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集め,室 内では若い母親が授乳 し,別 の農婦が牛の世話をするなど,女 性た

ちは常に仕事に追われている。また夫が木に登 って果実を落とせば,妻 は地

面に落ちたそれを拾い集めるなど(図29),農 民夫婦は全 く対等に仕事をし

ている。 しかも農婦は基本的には,育 児,料 理,糸 紡ぎ,機 織 りといった日

常の仕事からも手を抜 くことができなかったのである。

炎の中で焼かれる豚は,ブ リュッへの無名写本画家によってすでに1470-

90年 頃,時 禧書の 《12月》(図30)に 描かれていた。中庭での豚の毛焼き

とテーブルの上での解体は異時同図的な描写 といえよう。すでに銘で切断さ

れた肢体は籠の中に入れ られている。ほかにホル トゥルス ・アニマエの画家

の 《12月》(図31)で の作業はもっと大掛かりである。毛焼 きをするのは2

人の農夫であるが,ひ とりの農婦は燃料の藁を運び,戸 口に立ち,も う1人

はブダー ン用の血を入れる壷を手にしている。分厚い肉切 り台には解体用の

ナイフが置かれ,準 備万端である。

月歴版画の世界

この主題で最 も古 い版画のひとつは,前 述 したニコラ ・ル ・ルージュの

『牧人暦』(1496年,パ リ発行)の 《12月》(図32)で あろう。写本 とほぼ

同じ図像であるが,仕 事の順序としては中景から始まり,.農夫がオークの木

を竿で叩き,ど ん ぐりを落 としそ,豚 に食べ させている。すでに小屋の内外

に置かれた餌箱に首をつ っこんで飼料を食べている豚 もいる。続いて,前 景

には農民の夫婦の共同作業である豚の畜殺 と血抜 きが行われている。若い召

使が豚の両後足を押えているのは,こ れまでにない描写だ。次の作業は豚の

毛焼きであるが,中 景の左側の家から,農 婦が片手に火の点 った松明,片 手

に燃料用の藁を持 って出て くる。家の前には大きな毛焼き用の藁束がある。

画面の建物の様子からは,こ こは農村というよりは,都 市の郊外のようであ

る。また豚の畜殺という生々しい情景も,左 右の装飾的な円柱の枠飾りによっ

て,緩 和されている。左のカレンダー頁には以下の詩が記 されている。



14明 治大学教養論集 通巻394号(2005・3)

わ た しは高 貴 な12月

どの 季 節 よ り も賞 賛 され ね ば な らな い

私 の 月 に王 様 中 の王 様 が

聖 母 か ら誕 生 さ れ

母 の 御 身 か らお 出 ま しに な った か ら。

そ れ は 世 界 中 の 歓 喜 とな った

イ エ ス が私 の 月 に生 誕 され た と き

栄 誉 が あ らゆ る もの を 凌 い だ14)。

この詩 は 《10月》 と異なり,世 俗的な要素 は全 くな く,幼 子の生誕を称

える内容に徹しているが,そ れは豚の畜殺 といった図像とは全 く異なったニュ

ワンスである。おそらく,詩 人は挿絵を見ることなく,作 詞 したと思われる。

金工細工師のために下絵を描いたエティエンヌ ・ドローヌは楕円形の画面

で12ヶ 月を刻んだ。その中の版画 《12月》(図33)で は豚の毛焼き,畜 殺,

放血などが描写されているが,農 夫は豚の喉を突いたときのナイフを口にく

わえている。2頭 の豚の毛焼きが行われ,そ の火の炎はかな り激 しく,煙 も

かなり高 く上がっている。それを見た農民は驚いて手を広げている。他方,

すでに解体 された豚が前景の農家の外壁に掛けられている。

マルチン ・デ ・ヴォスはブリューゲルとイタ リア旅行を同行 したといわれ

る画家であるが,毛 焼き,畜 殺,解 体を 《11月》(図34)の 営みとして描い

ている。前景で血を受けるためにフライパンを差 し出す中腰の農婦は物腰 も

優雅で,イ タリア ・ルネサンス様式を思わせる。彼女の足元には豚の血を入

れる3脚 の鍋があるが,平 坦でない地面に相応 しい生活の知恵であろう。そ

ばに葉菜が置かれているが,毛 焼き用の燃料である。版画では豚の喉元を刺

すナイフがはっきり見 られ,2本 目のナイフも農夫の腰に差されている。そ

の後ろの家の中では,豚 の両足を棒で縛 り,豚 を逆さまにぶら下げ,そ の下

に血を受ける桶がある。デ ・ヴォスの画面の周縁にはラテン語で 「ll月,
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私 はあ ら ゆ る種 類 の 引 き裂 か れ た獣 肉 が あ る広 い 台 所 の き ちん と した設 備 を

見 る」 と記 さ れ て い る15)。この 光 景 は17世 紀 の レ ン ブ ラ ン トの 油 彩 画 《畜

殺 され た 肉》(1655年)を 予 見 す る。 だ が レ ン ブ ラ ン トは牛 の 内臓 を 地 下 室

の 光 と影 に よ っ て よ り ドラ マ テ ィ ッ クに描 い て い た。

フ ラ ンス ・フ ロ ー リス 下 絵 に 基 づ くL,ヴ ァ ン ・ ドゥー テ ク ムの 版 画 《12

月 》(図35)に は,左 半 分 に 豚 の 畜 殺,放 血,2匹 の豚 の毛 焼 きが あ る。 畜

殺 後 の 血 抜 きな の に,死 ん で い る豚 が 目 を 開 け て い る の は不 自然 で あ る。 農

夫 が ナ イ フを 口 に くわえ て い る点 な ど,ド ロ ー ヌ を霊 感 源 と して い る こ とが

分 か る。 地 面 に ナ イ フが 置 か れ て い る が,こ れ は解 体 用 で あ ろ う。 画 面 の 右

半 分 で は パ ン種 を丸 め る女 た ち,パ ン釜 に薪 を くべ る男,解 体 した 豚 を 大 鍋

で 調 理 す る姿 が み られ る。 この 版 画 の余 白 に は黄 道12宮 の 最 後 の摩 掲 座 が

描 か れ て い る。 余 白 の 銘 文 に は ラ テ ン語 で 「12月 。 冬,太 陽 は 摩 掲 宮 にあ

る。 汝 は キ ャベ ツで 食 せ よ。 食 物 を用 意 せ よ」 と記 さ れ て い るL6)。

ポ ス ト ・ブ リュー ゲ ル の油 彩 画 の世 界

アー ベ ル ・ブ リ ンメ ル は 《秋 》(図36)で,版 画 の モ ノ ク ロ の世 界 か らは

想 像 もで きな い ほ ど,畜 殺 の 行 為 を生 々 し く描 い て い る。 農 夫 は今 ま さ に豚

の 喉 元 に ナ イ フ で突 き刺 し,放 血 させ よ う と して い る。 前 景 の井 戸 の 前 に2

人 の男 の 子 が 立 ち,そ の1人 が吹 い て い る風 船 は,豚 の解 体 後 に取 り出 され

た 膀胱 だ った が,異 時 同 図 的 な表 現 で あ る17)。・

豚 の 畜 殺 の 行 事 は 同 じ く,17世 紀 の ウ ィー ン生 ま れ の 画 家 ス テ フ ァ ン ・

ケ ス ラー の 《12月 》(図37)で も詳 細 に描 写 さ れ て い る。 この月 暦画 シ リー

ズ は上 部 バ イ エ ンル ンの ベ ネ デ ィク トボ イ エル ン修 道 院 に所 蔵 され て い る。

画 面 で は 豚 の 畜 殺 の 一 連 の作 業 と と もに,市 民 の家 族 が こ こを訪 れ,農 民 に ・

頼 ん で 幼 い 息 子 の た め に豚 の 膀 胱 を も ら うと い った エ ピ ソー ドも前 景 に 描 か

れ て い る。 さ ら にす で に料 理 が始 ま った り,居 酒屋 の料 理 人 が右 手 の 皿 に豚

の 肉 の塊,左 手 に大 きな ジ ョ ッキ ー を持 って現 れ て い る。 遠 景 に は 川 岸 を 歩

く,荷 物運 びの ロバ,聖 堂 や 家 々 が望 まれ る。 こ の よ うに,豚 の 畜殺 の 風 景
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が冬 の 行 事 と して愛 好 さ れた か が わか る。

(3}膀 胱を待つ子供

ブ リュー ゲ ル の 《雪 中 の狩 人 》 で,幼 い子 供 が じ っ と毛 焼 き の 火 を 見 つ め

て い るが,こ の 子 供 は豚 の解 体 後,膀 胱 を も ら うの を楽 しみ に して い るの で

あ ろ う。

フラ ンス の 時 薦 書 で 桑 時 同 図 的 に毛 焼 き をす る父 親 と膀 胱 を膨 らま せ る子

供 の 姿 が 描 か れ て い る(1530年 代,図38)が,豚 の 膀 胱 は風 船 や 水 泳 の と

き の 浮 き 袋 と して利 用 され た。 ブ リュ ー ゲ ル の 《子 供 の 遊 戯 》 〈1560年 〉 で

は,膀 胱 を 風 船 に した り(図39),そ れ を2個,背 負 って 川 で 水 泳 遊 び を し

た りす る子 供 た ちが い る(図40)。 前 述 の ル ー カ ス ・ヴ ァ ン ・ ドゥー テ ク ム

《12月 》(図35)で は,枠 飾 り に2人 の プ ッ トー(裸 の 童 子)が 豚 の背 に腰

を下 ろ し,膀 胱 を 膨 ら ませ て い る。 ブ リュー ゲ ル の 追 従 者 ア ーベ ル ・ブ リ ン

メル の 《秋 》(図36)で も,こ う した 子 供 の 姿 が エ ピ ソー ドの ひ とつ と な っ

て い る。

作 業 工 程 の記 述 の 順 序 が 前後 した が,毛 焼 きの 前 に行 われ のが,豚 の畜 殺

で あ る。 こ れ は聖 務 日課 書 や時 禧 書 で の 「11月 」 な い し 「12月 」 で の も っ

と もポ ピュ ラー な 行事 で あ る。 シモ ン ・ベ ニ ン グの 『ダ ・コ ス タ の時 薦 書 』

の 《12月 》(1520年 頃,図41)で は ブ リュ ー ゲ ル の 《ベ ツ レヘ ム の 人 口調

査 》 を啓 発 した よ うな,居 酒屋 の前 で豚 の 畜 殺 が 行 わ れ て い る。 居 酒 屋 の客

た ち が窓 か ら首 を 出 して,農 民 た ちの 仕 事 を 見 物 して い る。 居 酒 屋 と そ の看

板(星 が 描 かれ て い るの で 「星 亭 」 と 呼 ば れ て い た の で あ ろ う),背 景 の 小

高 い 雪 山 とす っか り落 葉 し,枝 だ けに な った樹 木 の シル エ ッ トな ど,ブ リュー

ゲル の 《雪 中 の 狩 人 》 の 先 例 と して の 要 素 は 十 分 に あ る。 この 写 本 で の頭 巾

の 上 に 帽 子 を重 ね る とい う農 婦 の 被 り物 は男 性 に も使 われ,15世 紀 末 の フ

ラ ンス の写 本 に もそ の作 例 が あ る(図42)。 保 温 用 と頭 巾 が ず り落 ち な い た

め の工 夫 と考 え られ る。 この農 夫 は今 や竿 を使 わ ず に,豚 を様 子 を み なが ら,
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寒そうに両手を組んでいる。

農夫が生きている豚の上に馬乗 りになって押 さえつけ,豚 の喉をナイフで

一突きして即死させるという,か なり写実的な表現がこれまでの作例でみ ら

れた。明治大学農学部の故友田仁教授 によると,「豚が苦 しむと肉の味が落

ちるたあ,こ のような畜殺のやり方が一番,適 切であろう」と筆者に語 られ

たことがあった。

あるフランドルの16世 紀前半の時薦書では,豚 の畜殺が都会の道路で行

われ,道 路の反対側では解体 したばか りの豚の頭部,腿,ソ ーセージなどが

売られている情景がある(図44)。3人 の同年齢の子供たちが豚の畜殺を見

物 しているが,そ の中には膀胱を もらう子供がきっといるはずだ。町並みは

ブ リュッへを思わせる。 ところで豚の畜殺には別の方法もあり,1475年 頃

の写本などによると,農 夫は矢尻 りの柄で豚の脳天を叩こうとしている(図

43)。 そばで助手が豚の毛焼きをしているが,こ れ も異時同図的な表現であ

る。背景 に垣根 に囲まれた農家がある。1480年 頃の写本では,ハ ンマーで

打とうとする農夫に向か って,豚 が牙をむいて襲いかかろうとしているが,

こうしたリアルな情景も珍 しい(図45)。 一般にハ ンマーによる畜殺 は,牛

に対 して行われるのである(図46)。 ここでは室内で肉屋 らしい人物が牛の

両角を必死に押 さえると,仲 間が大ナタを振 りかざし,柄 で牛の脳天を叩こ

うとしている。家の外ではもう一頭の牛が待機させ られている。 これまでの

作例で男たちは多 く,白 い前掛けをつけているが,家 畜を畜殺するときの典

型的な作業服である。

ホル トゥルス ・アニマエの画家の 《12月》(図47)で は,粉 雪の降る中に,

農民夫婦による豚の畜殺,二 人の農夫による解体に加え,左 側の小屋ではパ

ン作 りに励む女たちの姿 もみ られる。また背景には池の中に立つ中世の宮殿

があり,そ の屋根にはうっす らと雪が積 もっている。 さらに排泄物がす ぐ下

の池に落ちるように,外 壁から張 り出し式の トイレが設置されているが,こ

れと同じ構造のものは現在 もベルギーのボクレイクの野外美術館で保存され
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て い る(図48)1!)。 この 写 本 ペ ー ジ を コ ピー した と思 わ れ る 《12月 》(図49)

の ミニ ア チ ュー ル が あ り,両 者 を 比 較 して も,あ ま りに類 似 して い る た め,

後 者 の画 家 は ホ ル トゥル ス ・アニ マ エ の 画 家 の 工 房 に い た と推 定 さ れ る。 な

お この 時 薦 書 で は,12ヶ 月 の 全 部 の ミニ ア チ ュー ル 上 部 の 余 白 に,さ'ま ざ

ま な子 供 の遊 戯 が 描 か れ てい るユ ニ ー クな 写 本 で あ る。 聖 務 日課 書 や特 薦 書

全 体 が らみ て も,余 白の 彩飾 に子 供 の 遊戯 が 描 か れ て い る写 本 は非 常 に珍 し

い。 この 《12月 》 で も,子 供 た ちが 車 輪 つ き の檎 や 馬 の 顎 骨 櫨 で 滑 る な ど,

冬 ら しい子 供 の遊 び が 展 開 して い る。

㈲ 居酒屋の看板

ブ リュ ー ゲ ル の前 景 左 の居 酒 屋 か ら,寒 冷 の た あ,金 具 が 畏 れ たの で あ ろ

うか,古 看 板 が 斜 め に垂 れ下 が って い る(図26)。 看 板 に は鹿 の前 に ひ ざ ま

ず く聖 人 が 描 か れ て い るが,そ れ は聖 フベ ル トゥス と思 わ れ る。 ゆえ に居 酒

屋 は 『鹿 亭 』 と 呼 ば れ た の で あ ろ う。,貴族 の フベ ル ト ゥス は 復 活 祭 前 の 聖 金

曜 日,ア ル デ ン ヌの 森 で 狩猟 の最 中,1頭 の 白 い鹿 を 見 つ け,弓 で 射 とめ よ

う と した。 そ の と き,鹿 の 角 の 間 に キ リス トの礫 刑 像 が輝 いて い るの を見 て,

ひ ざ まず い て,合 掌 した。 こ の不 思 議 な現 象 に心 を打 た れ た フベ ル トゥス は

キ リス ト教 徒 に改 宗 し,後 に狩 人 の守 護 聖 人 とな った。 類 似 の 伝 説 が 聖 エ ウ

ス タキ ウ ス につ い て も語 られ る が,彼 は ロ ー マ の トラ ヤ ヌス 皇帝 の 近 衛 隊 長

で あ った の に対 し,フ ベ ル トゥス はベ ル ギ ー の東 南 リエ ー ジ ュの 初 代 司教 で

あ り,そ の 地 で 虐 殺 され て い る の で,ブ リ ュー ゲ ル は身 近 な聖 フベ ル トゥス

の エ ピ ソー ドを 看 板 に 描 いた と思 わ れ る。 な お ベ ル ギ ーで は11月3日 が 聖

フベ ル ト ゥス の祝 日で あ った。1923年 にヘ ン トで 発 行 され た 『フ ラ ン ドル

の 民 俗 学 カ レ ンダ ー』 に よれ ば,ベ ル ギ ー で も森 の 多 い地 域 で は 狩 人 た ちが

聖 フベ ル トゥス を 篤 く信 仰 し,11月3日 に は 猟 犬 と一 緒 に ミサ に 参 列 し,

犬 が 賢 くな る よ うに聖 人 に祈 った とい う。 そ して猟 で の最 初 の 獲 物 を 聖人 に

捧 げ た の で あ る19)。
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(5)氷 上での子供の遊び(図50)

ブリューゲルの季節画 シリーズの5点 の中,4点 の作品に農民の激 しい労

働 と平行に,目 立たない場所ではあるが,"異 時同図"的 に大人の リフレー

ションや子供の遊戯が描かれている。 これは祈祷書や版画の月歴表現にはあ

まりみられない,ブ リューゲル独特の人間観であろう。早春の 《暗い日》で

は,薪 集めや垣根作 りに励む農民たちの側で,謝 肉祭の帰 りを思わせる農民

の親子3人 による楽 しげな様子がある。若い父親はワッフルを食べ,ラ ンプ

を持つ幼い子供は紙の王冠を被 り,東 方三博士の1人 に扮 している。前景の

左では別の農民の家族が3人 で踊っている。《干草作 り》では干草の山を作

り,出 来上がった干草を馬車に積むなどの作業に忙 しい農民たちに対 し,遠

景では弓術大会が行われている。《穀物の収穫》では炎天下での麦刈 りとい

う重労働が行われているが,中 景では子供たちが杭に結んだガチ ョウを的に

して棒で投げ当てるという,ゲ ームを楽 しんでいる。だが 《牛群の帰り》で

はこうした リクリエーションは描かれていない。

《雪中の狩人》には,氷 の上でのさまざまな子供の遊びが描かれている。

ブリューゲルの初期の 《子供の遊戯》には,冬 以外の91種 類の子供の遊び

が百科全書的に描かれているので,《雪中の狩人》からは冬の子供の楽 しみ

を知ることができる。凍 った池での独楽回し,カ ー リング,ス ケー ト滑 り,

ダンス,友 だちと手をつないでの氷滑 りなどであるが,と くに手前の子供は

櫨に見立てた3脚 椅子にまたがり,そ れを友だちにロープで引っ張 らせてい

る。《雪中の東方三博士の礼拝》では,馬 の頭蓋骨に跨 り,そ れを櫨代わ り

にして滑る幼い子供 もいる(図51)。 ただしこのタイプの権は小さな子供に

限られるのである。また 《ベツレヘムの人口調査》には子供たちによる活発

な 「雪合戦」があるが,こ れも16世 紀前半のフラン ドルの時備蓄に先例が

ある(図52)。 後者の 《1月》では,村 の空き地で4人 の子供が元気に雪合

戦をしている。
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抵抗 力 の な い子 供 は寒 さで 風 邪 を 引 くだ け で も,命 を 落 しか ね な い 。 現 代

の よ う に小 児 医 療 が発 達 して い る時 代 とは異 な り,子 供 た ち は冬 の期 間 に こ

そ体 を 鍛 え な け れ ば な らな い。 そ の た め,思 う存 分,外 で遊 ぶ こ とが 大 切 と

解 され た の で あ る。 しか しブ リュ ー ゲ ル は この 作 品 だ けで な く,《 鳥 罠 の あ

る冬 景 色 》(1565年)や 《雪 中 の 東 方 三 博 士 の 礼 拝 》 〈1567年 〉 で も,氷 滑

りの 出 来 る池 に は必 ず,大 き な穴 を描 い て い た。 つ ま り人 生 の落 と し穴 の 危

険 を意 図 して い るの で あ る。 いや 氷 滑 りそ の ものが,人 生 を寓 意 して い るの

だ。 ブ リュ ー ゲ ル の 版 画 《シ ン ト ・ヨ ー リス 門 前 の 氷 滑 り》(図53)の17

世 紀 の 版 に は,オ ラ ンダ 語 で こ う記 さ れ て い るか らだ。 「こん な 風 に ア ン ト

ワ ー プ市 の 前 で 人 び とが スケ ー ト滑 りを して い る。 あ る者 は こち らへ 滑 り,

あ る者 は あ ち らへ と滑 り,彼 ら は四 方 か ら眺 め られ て い る。 よ ろ め く者,転

ぶ 者,誇 ら し く正 しい姿 勢 を と る者 も い る。 この 図 か ら学 び な さ い。 我 々 が

ど の よ うに この 浮 き世 を 渡 り,そ れ ぞ れ 自分 の 道 を 滑 るか を。 あ る者 は愚 か

に,あ る者 は賢 く,氷 よ りほ るか に 脆 く,空 しい この 世 の上 を 」20)。つ ま り

人 生 に は い つ も順調 とは いか ず,思 い が け な い と き に災 難 が 降 りか か り,足

を 踏 み 外 す こ とが あ る と い う教 訓 な の で あ る。

ポ ス ト ・ブ リ ュー ゲ ル の 油彩 画 の世 界

ブ リ ンメ ル の 《冬 》(図54)で は,こ の 季 節 の リク リエ ー シ ョ ンが 主 な 題

材 とな って い る。 「12月 」 と 「1月 」 に は氷 上 の ス ケ ー トや権 滑 りが 描 か れ,

貴 族 か ら市 民 や農 民,子 ど もま で夢 中 に な っ て冬 の ス ポ ー ツ を楽 しん で い る。

中 央 に領 主 の水 上 宮 殿,左 に大 きな居 酒屋 風 の建 物 とい う風 に,建 築 で も貴

族 と庶民 の 対 比 を示 して い る。 この よ うな湖 水 の 中 に建 て られ た夏 の 宮 殿 は,

今 日の ベ ル ギー で 数 多 く保 存 され て い る(図55)。 画 面 で は,《 シ ン ト ・ヨ ー

リス門 前 の氷 滑 り》 に影 響 を受 け て か,氷 の上 を 順 調 に 滑 る者,ひ っ く りか

え る者,氷 が 割 れ て溺 れ か けて い る者 な ど,さ ま ざま の姿 が描 かれ て い るが,

これ に も 「人 生 」 の 比 喩 が意 図 され て い るの で あ ろ う21)。
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⑥ 凍てつ く冬の大自然を謳う

こ の 《雪 中 の狩 人 》 を見 る と,16世 紀 の フ ラ ン ドル の冬 が 如 何 に 厳 しい

季 節 で あ ったか が想 像 さ れ る。 ブ リ ュー ゲ ル は ほ ぼ 同 年 の 《鳥 罠 の あ る冬 景

色 》 や2年 後 に制 作 した 《雪 中 の東 方 三 博 士 の 礼 拝 》 で も そ う した 状 況 を表

現 して い た。16世 紀 ス コ ッ トラ ン ドの詩 人 ガ ヴ ィ ン ・ダ グ ラ ス が古 代A一

マの ウ ェル ギ リウ ス の長 編 詩 『ア エ ネ ー イ ス 』 第7巻 に プ ロ ロ ー グ と して 自

作 の詩 を添 え て い る が,ま さに ブ リュー ゲ ル の 画 面 を 想 起 させ る。

1年 がめぐって凍てつ く時を迎える地域では

厳 しく,冷 たく,青 ざめた季節となる

学僧たちが冬 と呼ぶ日脚の短い日々

北方の心である荒れた突風が

海洋の神ネプチューンの馬車を転覆させ

木々の葉をすべて震わせる

怒 り狂 った嵐が壁のような海を打ち砕 く

大地は色越せ,畑 はいたるところ朽葉色とな り

山の頂上の岩は雪で覆われる

硬い荒削りの玄武岩のぎざぎざした岩山では

冷たい鉤爪のような石が氷結 した表(お もて)を 見せ,光 る。

美は失われ,土 地は不毛と化す

野原の作物は凍った空気で押 しつぶされる

純朴な労働者や忙 しい農夫たちは

ずぶぬれになり,疲 れ果て,沼 地に体を引きず ってゆ く

従順な羊やその小さな牧童たちは
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土 手,森,潅 木 の 下 に身 を 潜 め

ロバ,馬,牡 牛,牝 牛 の よ うな

大 き な動 物 た ち は

家 畜 小 屋 の 中 で じっ と して い る。.

餌 付 け され た,牙 の あ るイ ノ シ シや 小屋 の 中 の 肥 っ た豚 は

さ ま ざ まな 仕 方 で 保 護 され る。

収 穫 時 や 夏 の 備 え の ため に22)。

さ らに18世 紀 に な る と,ス イ ス の詩 人 ア ル ブ レ ヒ ト ・フ ォ ン ・ハ ラー は

長 編 詩 《アル プ ス》(1729年)の 中 で,厳 冬 期 で の 山岳 地 方 の 人 び と の暮 ら

しを 以 下 の よ う に謳 って い る。 《雪 中 の 狩 人 》 よ り も約150年 以 後 に 書 か れ

た詩 で は あ るが,ア ル プ スの 氷 山 の ふ も とで,厳 しい寒 さの 日々 の 中 で も平

穏 に暮 らす 村 人 の 生 活 を これ 以 上 に語 る言 葉 は な い で あ ろ う。 以 下 の詩 行 は

ブ リュ ー ゲ ル が か つ て ア ル プス 越 え を した と き に感 動 した風 景 と重 な る。

汝 ら,自 然の民よ,汝 らはまだ黄金時代を知っている!

だがそれは詩人たちのすばらしき華麗な国ではない

運命は汝らにテンペ谷の温かさを与えはしなか った

汝 らが吸い込む雲は雪と氷でいっぱいだ

冬は長 く春の来るのは遅い

そ して永遠の氷が冷たい谷を取 り囲む

けれど彼 らの生活の素朴さがすべてをよきもの とし

自然の厳 しさが汝 らの幸せを大きくしたのである(遠 山義孝訳)23)

以 上,5点 現 存 の ブ リュー ゲ ル の 季 節 画 シ リー ズ の 中,本 論 稿 で は 《牛 群
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の帰り》と 《雪中の狩人》について論 じた。とりわけ,こ れらの作品に対し,

さまざまなフランドルの祈薦書が重要な先行例となっていることを指摘 した。

またブリューゲルのこれ らの2作 品と同時代の月暦版画との図像的な比較 も

行った。それによってブリューゲルが従来の月暦図像の伝統に隷属すること

な く,新 しい季節表現を確立 したことを例証 した。例えば,ブ リューゲルが

《牛群の帰 り》で鳥罠や葡萄の収穫を目立たない添景としなが ら,牛 追いの

牧人たちを秋にもっとも相応 しい光景に選んでいた。また 《雪中の狩人》で

は,ブ リューゲルが豚の畜殺 という一連の作業の中で,豚 の毛焼きのみを抽

出し,む しろ山から帰還する狩人たちの後ろ姿を前景にクローズアップする

ことで,中 景から遠景に展開する冬の広大な風景と調和させた。こうした新

しい図像表現によってブ リューゲルの季節表現の独創性が一層,き わだつそ

くるのである。

《注 》
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図2ブ リューゲル 「廃 城化 した中世 の城砦」(図1の 部分)

図3ブ リューゲル 「葡萄の収穫」(図1の 部 分)
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図5ブ リューゲル 「処刑場の光景」

(図1の 部分)

図6ピ ー テル ・ブ リ ューゲ ル 「岩 山 」

(《干 草 作 り》 の部 分)1565年 頃

油 彩 チ ェコ 個 人 蔵
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図7ヘ ラ ル ト ・ホ ー レ ンバ ウ ト親 子 《9月 》(『 グ リマ 一 二の 聖 務 日課 書 』よ り)

1510-20年 頃Venezia,BibhotecaMarciana,BreviariumGrimani,fo且.9v.
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,、

London,

一 構綴"㈲一 　 　 … 　 .…}㎜}　

シ モ ン ・ベ ニ ン グ 《10月 》(rゴ ル フ の書 』 よ り)1540年 頃

BritishLibrary.add.ms.24098,foL27v.

図8
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1難鰻 灘雛署響・壁魏瞭 。碧羅
出 島.,,.一.

シ モ ン ・ベ ニ ン グ 《10月 》(『 時 疇 書 』 よ り)1540年 頃M仙nchen,

BayerischeStaatsbibliothek,cod.Iat.23638,fo豆.llv。

図9
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図ll《10月 》(『牧 人 暦 』 ニ コラ ・ル ・ル ー ジ ュ発 行 よ り)1496年 木 版 画



図12ル ー カ ス ・ヴ ァン ・ ドゥー テ ク ム の 《9月 》16世 紀 後 半 銅 版 画
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図13エ テ ィエ ン ヌ ・ ドゥロ ー ヌ 《10月 》1568年 銅 版 画

図14ハ ン ス ・ボル 《10月 》16世 紀 後 半 銅 版 画



図15モ ン トル ゴーイ通 りの工房 の画家 《9月》1580年 頃 銅版画
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図16ジ ャ ン ・コ ロ ン ブ 《ll月 》(『ペ リー 公 の 豪 華 時 薦 書 』 よ り)

1416年 以 前Chantilly,Mus6eCond6,ms.lat.1284,fo且.11v.
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図17《ll月 》(『 ア デ ライ ー ド ・ド ・サ ヴ ォワ公 妃 の 時 濤 書 』 よ り)1450-70年 頃

Chantilly,Mus6eCond6,ms」at.1362,foLlOv.
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図21ヘ ラル ト ・ホ ー レンバ ウ ト親 子 《10月 》(『グ リマ ー 二 の聖 務 日課 書 』 よ り)

1510-20年 頃Venezia,BibliotecaMarciana,BreviariumGrimani,fol.llr.
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図22ス コ ッ トラ ン ドの ジ ェー ム ズ4世 の 画 家 《10月 》(『 時疇 書 』 よ り)ロロ
16世 紀 初 期Wien,OsterreichischeNationalbibliothek,

cod.1858fol.llr.
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,

」`

(図23の 部分)[雪に覆わ れた鋭峰]ブ リ ュー ゲ ル図24

1555年 頃テル ・ブ リューゲル 《改俊の マグダラの マ リア》版画ビ図25
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図26ブ リ ュー ゲ ル 「豚 の毛 焼 き」

(図23の 部 分)

.図27
ピー テル ・ブ リ ューゲ ル

《ベ ツ レヘ ム の 人 ロ調 査 》(部 分)

1566年 油 彩 ブ リ ュ ッセル

王 立 美 術 館



明治大学教養論集 通巻394号(2005・3)48

図28シ モ ン ・ベ ニ ン グ 《1月 》(『 時 疇 書 』 よ り)1540年 頃MUnchen,

BayerischeStaatsbibliothek,cod.lat.23638.fol.2v。
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図29 シ モ ン ・ベ ニ ン グ 《8月 》(『 時禧 書 』 よ り)1540年 頃Munchen,

BayerischeStaatsbibliothek,cod.1at.23638.foLlOr.
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図30《12月 》(『 ドレス デ ンの 時 薦 書 』 よ り)

1470-90年 頃Dresden,

SachsischeLandesbibliothek,A311,fol.12v.

図31ホ ル ト ゥル ス ・ア ニ マ エ の 画 家 《12月 》1500年 頃M髄nchen,

BayerischeStaatsbibliothek,cod。 且at.28345.fol.13i.
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図32《12月 》(『牧 人 暦 』 ニ コ ラ ・ル ・ル ー ジ ュ発 行 よ り)1496年 木 版 画
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図33エ テ ィエ ン ヌ ・ドロー ヌ 《12月 》1568年 銅 版 画

図34マ ル チ ン ・デ ・ヴ ォス 《11月 》16世 紀 後 半 銅 版 画



図35フ ラ ン ス ・フ ロ ー リス下 絵 《12月 》16世 紀 後半Lヴ ァ ン ・ド ゥー テ ク ム彫 版 銅 版 画
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図36ア ーベル ・ブ リンメル 《秋》17世 紀初 期 油彩 ア ン トウ ェルペ ン 王立美術館
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図38《ll月 》(『 時 濤 書 』 よ り)1530年 代Paris,

Biblioth壱queNationals,ms.fr.1872,foLl3v.
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図42《ll月 》(『時 濤 書 』 よ り)15世 紀 末

ms.lat.886,fol.9r.

Paris,Biblioth6queNationale,

図43《12月 》(『 時 疇 書 』 よ り)1475年 頃Osterreichische

Nationa且bibliothek,cod.1944,fo且.12r.
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図44《12月 》(『 時 濤 書 』 よ り)16世 紀 前 半SibiuHermannstadt,

MuseumBrukentha且,Inv.N.1.fol.23.
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図45《12月 》(『時 疇 書 』 よ り)1480年 頃

cod.13239,fol.13v.
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図47ボ ル ト ゥ ル ス ・ア ニ マ エ の 画 家 《12月 》

(『時 濤 書 』 よ り)1510-20年 頃

OsterreichischeNationalbibliothek,

cod.2706,fol.18r.

-匹

図48張 り出 し トイ レ18,19世 紀

リン ブル ク地 方,

ボ ー ク レイ ク(ベ ル ギ ー)
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図49ホ ル ト ゥル ス ・ア ニ マ エの 画 家 の 工 房 《12月 》(『時 疇 書 』 よ り)1510-20年 頃

MOnchen,BayerischeStaatsbibliothek,cod.lat.28346,fol.16r.
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図50ブ リューゲル 「氷上での子供の遊び」(図23の 部分)

図51ブ リューゲル 「馬の頭蓋骨 に乗 って氷滑 りをする子供」

(《雪 中の東方三博士 の礼拝》 の部分,油 彩,1567年)
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「雪 合 戦 を す る 子 供 」(『時 禧書 』 よ り)16世 紀 前 半M血nchen
,

BayerischeStaatsbib且iothek,cod.lat.23638.fol.3r.

図52

門前 の氷滑 り》(下 絵素描1559)ブ リ ュー ゲ ル 《シ ン ト ・ヨル
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図59ア ーベル ・ブ リンメル 《冬》17世 紀初期 油彩 ア ン トウェルペ ン 王立美術館
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ヂ

図55水 上 に立 つ 宮 殿 ラメ イ エ ン(ル ーペ ン スの 息 子 ニ コ ラ ス 旧蔵)

写 真Georges-HenriDumont,DamienHubaut,

PaulVerckxPaulMercks,ChateauxenBelgique

Bruxellesl992,p.188


